
１ は じ め に

昨年 度 、 総 合学 科 に お ける 農 業 教育 の あ り 方に つ い て 、栽 培 系 の 科目 、 加 工系 の 科 目 、

環 境系 の 科 目 それ ぞ れ 単 独の 展 開 では な く 、 関連 性 を 持 たせ て 様 々 な課 題 に 対処 で き る 人

材 を目 指 し 取 り組 ん で い るこ と を 紹介 し た 。

これ ま で の 自由 に 科 目 を選 択 で きる 体 制 か ら、 来 年 度 の新 ２ 年 次 生か ら は 系列 を 重 視 し、

２ 年次 で は ８ 単位 ４ 科 目 、３ 年 次 では １ ２ 単 位６ 科 目 を 一体 と し て 受講 す る 体制 と な る 。

した が っ て 、現 在 よ り もよ り 専 門的 に 学 ぶ こと が で き るよ う に な り、 農 業 の各 科 目 の 関

連 性を も た せ た授 業 の 展 開を 模 索 して い る 。

＜ 本校 の 生 徒 の在 籍 数 ＞

１ 年次 ６ 学 級

男 子 女 子 合計

８９ １ ２６ ２ １ ５

２ 年次

就 職・ 専 門 学 校希 望 者 大 学 ・ 医療 系 ・ 公 務員 希 望 者 合計

Ａ 選 択 (3学 級 ) Ｂ 選択 (3学 級 )

男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計 男 子 女子 合 計

５ ５ ５１ １ ０６ ４８ ５ ６ １ ０ ４ １ ０ ３ １ ０ ７ ２ １ ０

３ 年次

就 職・ 専 門 学 校希 望 者 大 学 ・ 医療 系 ・ 公 務員 希 望 者 合計

Ａ 選 択 (3学 級 ) Ｂ 選択 (4学 級 )

男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計 男 子 女子 合 計

４ ７ ５６ １ ０３ ３８ ７ ６ １ １ ４ ８ ５ １ ３ ２ ２ １ ７

生 徒数 合 計

男 子 ２ ７７ 女子 ３ ６ ５ ６４ ２



- 1 -

２ 本 年 度 の 取り 組 み

生 物 生 産系 列

(1)農 業科 目 を 有 する 系 列 No 年 次 科 目 人 数

本年 度 完 成 年度 を 迎 え 、生 徒 の 選択 の 人 数 は右 1 2･3 農 業 基 礎 2

の 表の 通 り で ある 。 2 3 総 合 実 習 ☆ 20

3 2･3 農 業 情 報 6

① 生物 生 産 系 列 4 3 野 菜 ○ 10

生物 生 産 系 列に お い て は、 各 科 目に お け る ばら 5 3 果 樹 ☆ 20

つ きは あ る が 、園 芸 と 食 品製 造 を 柱に す る 系 列と 6 3 草 花 ○ 10

し て生 徒 の 意 欲も 高 く 、 それ ぞ れ の科 目 の 中 で意 7 3 農 業 機 械 6

欲 的に 取 り 組 んで い る 。 8 2 食 品 製 造 Ⅰ □ 9

農場 経 営 と の関 わ り で も園 芸 （ 野菜 ・ 草 花 ・果 9 3 食 品 製 造 Ⅱ △ 15

樹 ）と 食 品 製 造の 予 算 規 模を 縮 小 し、 生 徒 の 実習 10 3 植 物 ﾊﾞｲｵ 2

と 農場 の 運 営 とが で き る だけ 重 な る形 で 実 習 等が 11 3 食 品 流 通 △ 15

行 われ て お り 、生 産 と 販 売が 自 分 たち の 手 で 行わ 12 2 生 物 活 用 4

れ る体 制 を と り、 キ ャ リ ア教 育 と いう 面 で も 充実 13 2 園 芸 □ 9

し つつ あ る 。 14 3 課 題 研 究 (農 ) 20

その 反 面 、 水田 (110a)と牧 草 地 (1100a)は 生 徒 と

の 日常 の 学 習 とは 離 れ て いる が 、 時間 労 務 現 業職 産 業工 学 系 列

員 1名 を配 置 し 、 予算 面 で も安 定 し て きて い る 。 No 年 次 科 目 人 数

田植 え や 稲 刈り 、 牧 草 収穫 な ど のと き に は 生徒 1 3 森 林 科 学 0

に も体 験 さ せ るな ど の 取 り組 み も 重視 し て い る。 2 2･3 林 産 加 工 11

3 3 農 業 土 木 設 計 0

② 産業 工 学 系 列 4 2 農 業 土 木 施 工 15

産業 工 学 系 列は 右 の 表 の通 り の 科目 群 、 選 択人 5 2 測 量 Ⅰ 15

数 であ る 。 6 3 測 量 Ⅱ 11

No7より 下 の 科 目は 工 業 科目 で あ り 、林 業 、 農 業 7 2 工 業 基 礎 33

土 木、 工 業 の 混在 し た 系 列で あ る 。 8 3 実 習 27

生徒 の 選 択 の人 数 も 多 く、 建 設 や製 造 を 中 心と 9 3 製 図 4

し た職 業 に 結 びつ け る 取 り組 み を して い る 。 10 2 数 理 基 礎 12

しか し 、 な かな か 一 つ の系 列 と して 一 体 と なる 11 2 機 械 工 作 Ⅰ 28

取 り組 み が で きて い な い 。 12 3 機 械 工 作 Ⅱ 33

農業 の 科 目 を外 し 工 業 の系 列 と して 一 つ に なる 13 2･3 機 械 設 計 12

こ とが 望 ま し いと 考 え る 。 14 3 課 題 研 究 (工 ）
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(2)１ 年次 生 徒 「 産業 社 会 と人 間 」 で の取 り 組 み

本校 １ 年 次 は、 「 産 業 社会 と 人 間」 の 他 は 全て 普 通 科 目で あ る 。

その た め 職 業意 識 の 啓 発や ２ 年 次か ら の 系 列選 択 に む けて 系 列 ご との 体 験 学習 を 全 １ 年

次 生（ ２ １ ２ 名６ ク ラ ス ）に 行 な った 。

時期 は 入 学 後間 も な い ４月 下 旬 から 前 期 中 間考 査 前 の ６月 ま で 、 ６週 に わ たっ て 行 い 生

徒 の進 路 意 識 の向 上 に つ なげ る ね らい が あ る 。

生物 生 産 系 列に に お い ては 、 食 の大 切 さ と 衛生 面 、 安 全第 一 の 徹 底を 重 視 して 指 導 し た。

生 物 生 産系 列 食 品製 造 「 ソー セ ー ジ 作り 」

産業 工 学 系 列 農 業 土 木「 コ ン クリ ー ト の 性質 」
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(3)２ 年次 イ ン タ ーシ ッ プ にお け る 取 り組 み

現 2年次 は 系 列 を選 択 す るの で は な く 、 各 科 目 ごと 単 独 で 選択 す る ため 系 列 の 意識 は 低 い

が 、農 業 科 目 を多 数 選 択 し、 将 来 の進 路 を 明 確に し て い る生 徒 も 多 数い る 。

そう し た 生 徒は 、 イ ン ター ン シ ップ に お い ても 農 家 や 食品 会 社 な どを 希 望 して い る 。 時

期 は夏 休 み 中 の３ ～ ４ 日 であ る 。

体験 後 の 感 想で も さ ら に進 路 意 識が 高 ま り 、農 業 科 目 の学 習 に も 意欲 的 で ある 。

草 花 農 家 産 直

建 設会 社 製 パ ン工 場

(4)２ 年次 総 合 的 学習 の 時 間に お け る コー ス 別 ゼ ミナ ー ル

２年 次 は 総 合学 習 に お いて ９ 月 に前 期 ３ 週 と１ ０ 月 に 後期 ２ 週 に わた っ て ５回 、 前 期 と

後 期２ 系 列 を 選択 し 体 験 学習 を 行 う。

生物 生 産 系 列に お い て は、 前 期 ３回 を 園 芸 、後 期 ２ 回 を食 品 製 造 を行 っ た 。現 ２ 年 次 は

系 列で は な く 科目 ご と の 選択 で あ り、 こ れ に より 新 ３ 年 次の 科 目 選 択の オ リ エン テ ー シ ョ

ン とし て の 役 割も 果 た し てい る 。

また 、 さ ら にキ ャ リ ア 教育 と い う面 で も 重 視し て 行 っ てい る 。
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さ し木 に よ る 増殖 園 芸 クラ フ ト

ジ ャ ム作 り ク ッ キ ー作 り

３ 来 年 度 か らの 系 列 選 択に つ い て

(1)系 列選 択 の 方 法

来年 度 の 新 ２年 次 よ り 現２ ・ ３ 年次 の 科 目 選択 か ら 系 列選 択 と な る。 こ れ は就 職 ・ 専 門

学 校希 望 者 の Ａ選 択 、 大 学・ 公 務 員希 望 者 を 対象 と す る Ｂ選 択 を ま ず選 択 し 、Ａ 選 択 の 生

徒 をさ ら に 系 列で 選 択 さ せる も の であ る 。

①就職・専門学校希望と大学・公務員希望の進路希望による選択。

Ａ選択 原則として、就職希望者、専門学校（医療系以外）希望者用

（専門教科を選択し、知識・技術を身につける。）

Ｂ選択 原則として、大学・短大・医療系専門学校等希望者、公務員希望者用

（普通教科を深める、受験に対応する。）

②Ａ選択者（就職・専門学校希望者）が４つの系列を選択。

系列名 科目群の内容 選択の仕方

生活・福祉 家庭・福祉・看護関係 Ａ選択において、１つの系列を選択する。

生物生産 園芸・食品製造関係

産業工学 機械・農業土木関係

流通情報 商業・情報・流通関係
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(2)系 列内 の 教 育 課程

系列：生物生産

科目名（単位数）

２ 生物活用（２） 農業科学基礎（２） 農業情報処理（２） 食品製造（２）

年

３ 食品製造（２） 食品流通（２） 系列内 ①果樹（２）＋草花（２）

年 野 菜（２） 総合実習（２） 選択 ②作物（２）＋農業機械（２）

・栽培・食品製造系科目群

・将来、農業関連、食品製造関連の産業に従事したい生徒向け

・栽培と加工について学習するほか、危険物取扱者（丙・乙）などの資格取得にも

取り組む。

系 列 外生 徒 対 象 科目 ２ 年 生 物 活 用 (2) ３ 年 次 草 花 (2) 植 物 バ イ オテ ク ノ ロジ ー (2)

系列：産業工学

科目名（単位数）

２ 工業技術基礎（２） 機械工作（２） 機械設計（２） 測 量（２）

年

３ 機械工作（２） 製 図（２） 系列内 ①情報技術基礎（２）＋電気基礎（２）

年 実 習（４） 選択 ②測量（２）＋農業土木施工（２）

・機械、農業土木系科目群

・機械製造関係、土木・建設関係の産業に従事したい生徒向け

・ガス溶接技能講習、危険物取扱者（乙４類）などの資格取得をめざす。

系列外生徒対象科目 ２年 工業技術基礎(2) ３年 工業技術基礎(2) 林産加工(2)

上の 表 の よ うに ２ 年 次 で８ 単 位 、３ 年 次 で １２ 単 位 （ うち ２ 科 目 ４単 位 は 系列 内 選 択 ）

を 設定 し て い る。

また 、 Ａ 選 択対 象 者 の 系列 外 の 生徒 対 象 の 科目 も ２ 年 次で ２ 単 位 、３ 年 次 で２ 科 目 ４ 単

位 設定 し た 。

この よ う に 系列 に よ っ て、 体 系 的な 学 習 を する ほ か 、 系列 外 の 生 徒に も 幅 広い 知 識 の 習

得 がで き る 総 合学 科 な ら では の 取 り組 み を 計 画し て い る 。

４ 来 年 度 か らの 系 列 を 意識 し た 教育 内 容 の 充実

本年 度 ま で は、 総 合 学 科の 生 徒 の選 択 は 科 目選 択 で あ り、 幅 広 い 知識 や 興 味関 心 に 応 え

る 内容 で あ っ たが 、 来 年 度の ２ 年 次生 か ら よ り深 い 知 識 や技 術 の 習 得に 主 眼 をお い た 内 容
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に して い き た いと 考 え て いる 。

その た め に 、本 年 度 か ら１ 年 次 生の 「 産 業 社会 と 人 間 」の 時 間 に おけ る 体 験学 習 を 開 始

し 、来 年 度 以 降も さ ら に 農業 教 育 ・体 験 学 習 の充 実 を 図 って い く 。

(1)生 物生 産 系 列

生物 生 産 系 列は 栽 培 と 食品 加 工 を柱 に 教 育 課程 を 設 定 して い る 。

２年 次 に お いて 部 門 に 意識 的 に 分け る こ と なく 、 そ れ ぞれ の 関 わ り、 全 体 的な 栽 培 の 流

れ を基 礎 基 本 を重 視 し て 行う 。 ３ 年次 に 野 菜 、草 花 、 果 樹、 食 品 流 通な ど の 専門 的 な 科 目

を 設定 し て 、 より 深 い 知 識の 習 得 を目 指 す 。

また 、 地 域 の農 家 や 加 工工 場 な どの イ ン タ ーン シ ッ プ や企 業 見 学 など を と おし 、 社 会 と

の 関わ り 、 進 路意 識 の 向 上を 目 指 す。

来年 度 の 系 列選 択 に お ける 内 容 の充 実 を 目 指し て い る が、 現 ２ ・ ３年 次 生 にも で き る と

こ ろか ら 専 門 的な 知 識 や 施設 見 学 を行 っ て い る。

下の 写 真 は 、本 校 水 田 での 収 穫 から 、 ラ イ スセ ン タ ー によ る 乾 燥 、そ し て 精米 出 荷 ま で

の 過程 を 見 学 等で 学 習 し てい る 様 子で あ る 。

本 校水 田 で の 稲刈 り ラ イ ス セ ンタ ー

カ ン トリ ー エ レ ベー タ ー 精 米 ・ 出荷

(2)産 業工 学 系 列

機械 系 の 科 目の 他 、 農 業土 木 に つい て も 系 列内 の 選 択 科目 と し て 残し て い る。
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５ 今 年 度 の 課題 と ま と め

総合 学 科 校 とし て ３ 年 が過 ぎ よ うそ し て お り、 そ の 中 での 農 業 教 育の 位 置 づけ が 、 は っ

き りし 始 め て いる が 、 ま だ試 行 錯 誤の 状 態 が 続い て い る 。

多様 な 生 徒 の進 路 や 興 味関 心 に 応え る と と もに 、 い か に専 門 を 深 めて い く かと い う 視 点

は 今後 も 継 続 して 研 究 し てい か な けれ ば な ら ない と 考 え る。

現在 ま で 農 業科 目 を 選 択し た 生 徒の 状 況 は 、興 味 関 心 も高 く 意 欲 的で あ る 。こ う し た 生

徒 に応 え ら れ る農 業 教 育 を目 指 し てい き た い と考 え て い る。

＜ 平成 ２ ４ 年 度 新 ２ 年 次生 の 系 列ご と の 希 望人 数 ＞

系 列 人 数 自 由選 択 人 数

Ａ 選 択 生 活 ・福 祉 ２ ２ 生 物活 用 ２３

（１ ３ ３ 名 ) (Ａ 選択 生 物

生 物 生産 ２ ８ 生 産 系列 以 外

の 生 徒選 択 )

産 業 工学 ３ ３

流 通 情報 ＜ 流 通系 ＞ １ ８

流 通 情報 ＜ 情 報系 ＞ ３ ２

Ｂ 選 択 (大 学 ・ 医療 系 ・ 公務 員 ) ７ ９ 合 計 ２ １ ２ 名

＜ 平成 ２ ４ 年 度 新 ３ 年 生の 農 業 の科 目 ご と 希望 数 ＞

総合 実 習 8名 野菜 16名 果 樹 8名 草 花 16名 農 業 機 械 8名 食 品 製造 Ⅱ 9名

植物 バ イ オ 10名 食 品 流 通 9名 森林 科 学 21名 農 業 土 木設 計 7名 測量 Ⅱ 7名

課題 研 究 (農 業 をテ ー マ とす る 卒 業 研究 ) 27名


